
番下の地震のモーメントテンソル解は，他の全ての地震の解（低角逆断層型）とは異なっている。
これらのことから，本研究で着目した後続波は，浅い低角逆断層型の地震において見られる可能
性が高い。それ以外の地震からはどのような後続波が出現するかについては，系統的な調査が必
要である。
　P波後続波を用いての震源深さ推定は，計算重合波形が深さとともに系統的に変わることを根
拠にしている。深さ推定の理論的裏付けを得るためには，P波後続波の起源を明らかにする必要
がある。OpenSWPCで出力される波動場のスナップショットを用いて，陸域の観測点に出現する
P波後続波を時間を遡って震源方向に追っていくと，マントルウェッジ部分で生成されているこ
とがわかった。観測重合波形では，震源が浅くなると P波と後続波の時間間隔が短くなる。これ
は震源よりも上方での反射を示唆するが，起源の特定にはさらに詳細な検討が必要である。

6．おわりに6．おわりに

　本研究では， 解析においても深さの推定が困難な浅い地震（図 1）について，P波初動直
後の後続波を計算波形と比較することで，震源深さを推定する可能性を示した。今後は，S-netを
用いて推定された震源深さと比較して方法の妥当性を確認するとともに，後続波を効率的に利用
して 3次元的な震源位置を推定する方法の開発が必要である。
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